
2022 年 7 月度 西川経営塾 

 

●台湾経済動向：                                     2022.7.26 

6 月台湾輸出は 60%弱を占める「半導体」「電子部品」「パネル」が好調に推移、「金属」「機械「化学品」などは

やや苦戦しましたが、最終 422.0 億ドル（昨年比+15.2 %）と好調に推移、24 ヵ月連続プラスとなり経済を牽引。

しかし主計局は世界経済の低迷、ウクライナ戦争、コロナの影響を受け、今年の経済成長率を 3.91%に下方修正。 

 

●コロナ、為替、株価動向: アメリカの利上げで台湾ドル下落、ウクライナ戦争の影響で好調な台湾株価にも影響がでて

おり、14000 まで下がりましたが國安基金が 7 月 13 日から介入し 15000 を回復、一方台湾ドル安は今後台湾の輸出を更

に押し上げる可能性あり 

＊コロナ感染者数推移   ＊為替推移              ＊株価推移 

   

●蔡政権「5大イノベーション研究開発計画」：①グリーンエネルギー ②アジアシリコンバレー ③バイオテク

ノロジー ④スマート機械 ⑤国防産業  ＋①新農業②循環経済  この5＋2分野のイベーションを進め、経

済成長に結びつける構想で、今後中国本土への経済的依存を減らすべく、東南アジア諸国連合（ASEAN）やイン

ドとの経済関係を強化する方針。今年の重点経済政策：「加速創新（イノベーションの加速）」「５つの不足の解

消（水、電力、土地、労働力、人材）」「貿易拡大」 

 

●景気に対する好条件：①半導体、電子部品（車載関連など）の競争力 ②輸出は 24 ヶ月連続プラス成長 

●景気に対する懸念条件：①中国経済の失速(2022 年度は 5.5%を想定→第 1 四半期 4.8%、第 2 四半期は 0.4%)

②ウクライナ戦争による影響（農産物、半導体原料）⑤エネルギー、原材料高によるコストプッシュ型インフレ

進行 

●国内景気：4月 1日に初めて 1 日の感染者が 100人を超え、その後国内感染者が急増しておりましたが、５月

末に 1 日の感染者が 90,000 人超えの感染ピークを打ち、先週末 7 月 24 日は 1 日の国内感染者が 21,460 人とな

り、12日連続 3万人を下回り、徐々に減少傾向に入っています。また消費者物価指数（CPI）は 6 月 3.59%（5

月 3.40%）4 ヵ月連続 3%を上回り、上昇率は過去 9 年間で最高となっています。原油高、原料高が様々な物品、

サービスの値上がりに繋がっており、政府は金利政策を講じながらインフレ抑制に注力しています。半導体、電

子を軸にした力強い台湾経済を背景に、輸出が全体をリードしており、内需も百貨店など大型商業施設の上期は

概ね昨年実績を超えています。しかし内容はラグジュアリーブランドの大幅成長（+30%）に支えられており、

消費の格差が広がっています。 



2022 年 7 月度 西川経営塾-2 

 

●6 月輸出受注状況は 588 億ドル、年率 9.5%増と単 6 月としては過去最高を記録、例年は

年末に向けて増加していく傾向ですが、今年は第 2 四半期としても過去最高を記録→半導

体、電子が牽引 

 

 

●6 月 CPI は 3.59%と近 14 年間で最高に 

 

 


